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第 1 章 総説 

 

1-1.全体計画の目的 

本市では公共用水域の水質保全、生活環境改善及び浸水被害の軽減のため、昭和 49

年の下水道事業認可及び下水道事業着手、昭和 59 年度における袖ケ浦終末処理場の

供用開始から現在まで着々と下水道整備を推進してきた。 

この中で、下水道システムの骨格を定める全体計画を昭和 44 年度に策定し、以降令

和 6 年度の見直しまで 7 回の変更を行っている。 

近年は、人口減少や高齢化の本格化、地域社会構造の変化など、汚水処理施設の整

備を取り巻く諸情勢が大きく変化していること、また、地方財政が依然として厳しい

状況にあることに伴い、汚水処理施設の整備の一層の効率化が急務となっている。 

さらに本市では以下の理由により、今後の下水道事業に支障が生じることが想定さ

れたため、全体計画の見直しを行うものとする。 

 

①上位計画となる「東京湾流域別下水道整備総合計画（令和 6 年変更）」（以降、「東

京湾流総計画とする）、及び「全県域汚水適正処理構想（令和 4 年変更）」（以降、

「汚水処理構想」とする）の策定 

②上位計画における計画区域、人口・汚水量原単位等の下水道計画諸元の見直し 
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1-2. 袖ケ浦市下水道事業の経緯 

本市におけるこれまでの下水道事業の経緯を以下に示す。 

 

表 1-1 袖ケ浦市下水道事業計画の経緯表 

項    目 決定及び変更年月日 
面  積 

（ha） 

人 口 

（人） 

日最大汚水量 

（m3/日） 

事 業 費 

（百万円） 

目標年度又は 

事 業 年 度 
変    更    内    容 

全体計画(当初) S.44 年度 
1,080（汚水）

1,080（雨水）
80,000 47,570 20,065 S.65  

当初 

計画決定 
S.48.7.27 

町告示第 17 号 
228 17,000 12,255 ― S.65  

下水道法事業認可 
S.49.10.23 

建設省千都下公発第 12 号 

228（汚水）

228（雨水）
17,000 12,255 6,125 S.49.10.23～S.55.3.31  

都市計画法事業認可 
S.49.11.22 

千葉県告示第 962 号 

228（汚水）

228（雨水）
17,000 12,255 6,125 S.49.11.22～S.55.3.31  

第 1 回変更 

下水道法事業認可 
S.53.10.16 

建設省千都下公発第 73 号 

228（汚水）

228（雨水）
17,000 12,255 7,500 S.49.10.23～S.58.3.31 一部処理場、管きょの変更、事業計画期間の変更 

都市計画法事業認可 
S.55.7.4 

千葉県告示第 584 号 

228（汚水）

228（雨水）
17,000 12,255 7,500 S.49.11.22～S.58.3.31 同 上 

全体計画(第 1 回変更) S.57 年度 
1,370（汚水） 

1,370（雨水） 
62,730 38,270 52,000 S.80 計画区域、計画フレーム、原単位、施設計画、目標年次の見直し 

第 2回変更 

計画決定 
S.58.1.25 

町告示第 5号 
695 45,010 27,460 ― S.80  

下水道法事業認可 
S.58.3.10 

建設省千都下公発第 3号 

350（汚水） 

350（雨水） 
18,730 10,114 17,389 S.49.10.23～S.66.3.31 福王台、蔵波台土地区画整理の一部地区を追加 

都市計画法事業認可 
S.58.3.29 

千葉県告示第 268 号 

350（汚水）

350（雨水）
18,730 10,114 17,389 S.49.11.22～S.66.3.31 同 上 

全体計画(第 2 回変更) S.60 年度 
1,372（汚水）

1,372（雨水）
62,730 38,270 52,000 S.80 計画区域の追加（2.0ha） 

第 3回変更 

計画決定 
S.61.3.15 

町告示第 21 号 
698 45,180 27,560 ― S.80 南部幹線のルート変更及び線引き見直しに伴う一部区域の追加 

下水道法事業認可 
S.61.7.19 

建設省千都下公発第 11 号 

351（汚水） 

271（雨水） 
18,730 10,114 14,490 S.49.10.23～S.66.3.31 南部幹線のルート変更及び役場脇の区域を追加 

都市計画法事業認可 
S.61.8.1 

千葉県告示第 675 号 

351（汚水） 

271（雨水） 
18,730 10,114 14,490 S.49.11.22～S.66.3.31 同 上 

全体計画(第 3 回変更) S.61 年度 
1,458（汚水）

1,458（雨水）
63,341 41,055 55,760 S.80 準工業地域 86.0ha の追加 

第 4回変更 

計画決定 
S.62.8.13 

町告示第 66 号 
784 45,620 30,240 － S.80 準工業地域 86.0ha の追加 

下水道法事業認可 
S.63.3.23 

建設省千都下公発第 4号 

409（汚水） 

329（雨水） 
19,050 11,068 15,053 S.49.10.23～S.66.3.31 準工業地域の一部区域 58.0ha の追加 

都市計画法事業認可 
S.63.4.5 

千葉県告示第 318 号 

409（汚水） 

329（雨水） 
19,050 11,068 15,053 S.49.11.22～S.66.3.31 同 上 

第 5回変更 

計画決定 
H.1.3.3 

町告示第 15 号 
784 45,620 30,240 ― S.80 北部及び久保田第２幹線ルートの変更 

下水道法事業認可 
H.1.9.12 

建設省千都下公発第 4号 

784（汚水） 

349（雨水） 
45,620 21,142 25,525 S.49.10.23～H.11.3.31 一部区域の追加、一部処理場、事業計画期間の変更 

都市計画法事業認可 
H.1.9.29 

千葉県公示第 862 号 

784（汚水） 

349（雨水） 
34,985 21,142 25,525 S.49.11.22～H.11.3.31 同 上 

全体計画(第 4 回変更) H.3 年度 
1,812（汚水） 

1,761（雨水） 
113,300 69,603 92,262 H.22 計画区域 354ha の追加、計画人口、原単位、目標年次の見直し 
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項    目 決定及び変更年月日 
面  積 

（ha） 

人 口 

（人） 

日最大汚水量 

（m3/日） 

事 業 費 

（百万円） 

目標年度又は 

事 業 年 度 
変    更    内    容 

第 6回変更 

計画決定 
H.7.2.28 

市告示第 19 号 
838 56,870 36,330 ― H.22 のぞみ野団地区域の追加及び都市計画手続き簡素化による変更 

下水道法事業認可 
H.7.6.26 

建設省千都下公発第 9号 

838（汚水） 

349（雨水） 
48,600 27,931 34,500 S.49.10.23～H.13.3.31 

のぞみ野団地区域の追加、主要な管きょの一部変更、終末処理場主要施設の増設及び 

能力変更、事業施行期間の変更 

都市計画法事業認可 
H.7.7.18 

千葉県告示第 676 号 

838（汚水） 

349（雨水） 
48,600 27,931 34,500 S.49.11.22～H.13.3.31 同 上 

第 7回変更 

計画決定 
H.9.4.4 

市告示第 58 号 
902 61,660 39,200 ― H.22 横田分区市街化区域の追加及び都市計画手続き簡素化による変更 

下水道法事業認可 
H.11.3.15 

建設省千都下公発第１号 

902（汚水） 

349（雨水） 
44,730 26,420 36,271 S.49.10.23～H.18.3.31 

横田地区区域の追加及び幹線の追加、横田汚水中継ポンプ場の追加及び 

終末処理場主要汚泥処理施設の増設 

都市計画法事業認可 
H.11.4.9 

千葉県告示第 443 号 

902（汚水） 

349（雨水） 
44,730 26,420 36,271 S.49.11.22～H.18.3.31 同 上 

全体計画(第 5 回変更) H.11 年度 
1,934（汚水） 

1,855（雨水） 
56,800 32,390 80,179 H.29 

椎の森工業団地 94ha 及び松川地区 28ha の追加、計画フレーム、原単位、施設計画、

目標年の見直し 

第 8回変更 

計画決定 
H.14.7.16 

市告示第 102 号 
978 44,500 26,480 ― H.29 汚水の都市計画決定として椎の森工業団地 65ha 及び浜宿団地 11ha の追加 

下水道法事業認可 
H.15.3.13 

国関整都整第 135 号の 2 

963（汚水） 

349（雨水） 
41,100 21,940 37,002 S.49.10.23～H.18.3.31 椎の森工業団地 22ha、浜宿団地 11ha 及び松川地区 28ha の追加 

都市計画法事業認可 
H.15.4.4 

千葉県告示第 358 号 

935（汚水） 

349（雨水） 
40,100 21,520 37,002 S.49.11.22～H.18.3.31 椎の森工業団地 22ha、浜宿団地 11ha の追加 

第 9回変更 下水道法事業認可 
H.16.6.11 

千葉県下指令第 2号 

963（汚水） 

349（雨水） 
41,100 21,940 36,982 S.49.10.23～H.18.3.31 久保田第１汚水幹線の口径、延長の変更 

第 10 回変更 

計画決定 
H.17.1.7 

市告示第 2号 
1,026 48,200 28,450 ― H.29 奈良輪地区 48ha の追加、奈良輪第一雨水幹線及び奈良輪雨水ポンプ場の追加 

下水道法事業認可 
H.17.3.11 

国関整都整第 204 号 

963（汚水） 

349（雨水） 
43,100 23,230 35,296 S.49.10.23～H.23.3.31 汚泥脱水機の機種変更、事業計画期間の変更 

都市計画法事業認可 
H.17.6.3 

千葉県告示第 467 号 

935（汚水） 

349（雨水） 
41,300 22,460 35,296 S.49.11.22～H.23.3.31 事業施行期間の変更 

第 11 回変更 下水道法事業認可 
H.22.3.11 

千葉県下指令第 810 号 

963（汚水） 

349（雨水） 
43,100 23,230 35,296 S.49.10.23～H.23.3.31 「下水道総合地震対策計画」の追加、財政計画の変更 

全体計画(第 6 回変更) H.22 年度 
1,419（汚水） 

1,149（雨水） 
49,700 26,780 90,632 H.36 

東京湾流総計画の見直しに伴う目標年度等下水道計画諸元の変更及び 

袖ケ浦終末処理場水処理方式等施設計画の変更 

第 12 回変更 

下水道法事業認可 
H.23.3.29 

千葉県下指令第 885 号 

1,011（汚水） 

397（雨水） 
42,500 21,565 41,266 S.49.10.23～H.26.3.31 

認可目標年次の変更(H22→H25)、奈良輪地区 48ha の追加、奈良輪第一雨水幹線 

・奈良輪雨水ポンプ場の追加、終末処理場能力減(10,800 ㎥/日減) 

都市計画法事業認可 
H.23.3.29 

千葉県告示第 285 号 

983（汚水） 

397（雨水） 
42,500 21,565 41,266 S.49.11.22～H.26.3.31 奈良輪地区 48ha の追加、奈良輪第一雨水幹線及び奈良輪雨水ポンプ場の追加 

第 13 回変更 

計画決定 
H.24.2.10 

市告示第 18 号 

1,026（汚水） 

950（雨水） 
40,180 21,750 ― H.36 

奈良輪第一雨水幹線の断面及び延長を変更 

奈良輪雨水ポンプ場の敷地面積を変更 

下水道法事業認可 
H.24.3.30 

千葉県下指令第 992 号 

1,011（汚水） 

397（雨水） 
42,500 21,565 40,365 S.49.10.23～H.26.3.31 

奈良輪第一雨水幹線の断面及び延長を変更 

奈良輪雨水ポンプ場の敷地面積、揚水量を変更 

都市計画法事業認可 
H.24.3.30 

千葉県告示第 254 号 

983（汚水） 

397（雨水） 
42,500 21,565 40,365 S.49.11.22～H.26.3.31 

奈良輪字蒲原及び字弁天の各一部の区域を収用事業地に追加 

奈良輪字蒲原、字弁天、字高洲の各一部の区域を使用事業地に追加 

第 14 回変更 

下水道法事業計画変更 
H.26.3.17 

下第 675 号 

1,011（汚水） 

397（雨水） 
44,500 21,027 41,179 S.49.10.23～H.31.3.31 

事業計画期間の変更、「処理場長寿命化計画」の追加 

奈良輪第 1雨水幹線の断面変更及び奈良輪第 6雨水幹線の削除 

都市計画法事業認可 
H.26.3.28 

千葉県告示第 237 号 

983（汚水） 

397（雨水） 
44,500 21,027 41,179 S.49.11.22～H.31.3.31 事業施行期間の変更 
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項    目 決定及び変更年月日 
面  積 

（ha） 

人 口 

（人） 

日最大汚水量 

（m3/日） 

事 業 費 

（百万円） 

目標年度又は 

事 業 年 度 
変    更    内    容 

第 15 回変更 

計画決定 
H.26.9.30 

市告示第 170 号 

1,035（汚水） 

1,024（雨水） 
42,150 22,690 ― H.36 

椎の森工業団地 汚水 9ha、雨水 74ha の追加 

奈良輪第 1雨水幹線の断面変更 

下水道法事業計画変更 
H.26.10.27 

下第 376 号 

1,063（汚水） 

471（雨水） 
44,500 21,357 41,590 S.49.10.23～H.31.3.31 

椎の森工業団地 汚水 52ha、雨水 74ha の追加 

「下水道総合地震対策計画」の変更 

都市計画法事業認可 
H.26.11.14 

千葉県告示第 718 号 

1,035（汚水） 

471（雨水） 
44,500 21,357 41,590 S.49.11.22～H.31.3.31 

椎の森工業団地 汚水 52ha、雨水 74ha の追加 

奈良輪第 1雨水幹線の断面変更 

第 16 回変更 

下水道法事業計画変更 
H.30.9.13 

下第 310 号 

1,063（汚水） 

780（雨水） 
43,040 21,248 46,093 S.49.10.23～H.36.3.31 

事業計画区域 雨水 309ha の追加、汚水・雨水幹線の変更（現況施設の反映） 

「下水道総合地震対策計画」の変更 

都市計画法事業認可 
H.31.1.25 

千葉県告示第 45 号 

1,035（汚水） 

769（雨水） 
43,040 21,248 46,093 S.49.11.22～H.36.3.31 事業計画区域 雨水 298ha の追加 

第 17 回変更 

下水道法事業計画変更 
R.6.1.24 

下第 636 号 

1,063（汚水） 

780（雨水） 
43,040 21,248 44,902 S.49.10.23～R.7.3.31 事業計画期間の延伸 

都市計画法事業認可 
R.6.3.15 

千葉県告示第 165 号 

1,035（汚水） 

769（雨水） 
43,040 21,248 44,902 S.49.11.22～R.7.3.31 事業施行期間の延伸 

第 18 回変更 

下水道法事業計画変更 
R.6.3.26 

下第 849 号 

1,063（汚水） 

810（雨水） 
43,040 21,248 44,912 S.49.10.23～R.7.3.31 事業計画区域 雨水 30ha の追加 

都市計画法事業認可 
R.6.6.11 

千葉県告示第 182 号 

1,035（汚水） 

799（雨水） 
43,040 21,248 44,912 S.49.11.22～R.7.3.31 事業計画区域 雨水 30ha の追加 

全体計画(第 7 回変更) R.6 年度 
1,419（汚水） 

1,149（雨水） 
49,700 26,780 90,632 R.31 東京湾流総計画の見直しに伴う目標年度の変更 

第 19 回変更 

下水道法事業計画変更 
R.7.2.21 

下第 738 号 

1,063（汚水） 

810（雨水） 
43,040 21,248 47,104 S.49.10.23～R.11.3.31 事業計画期間の延伸 

都市計画法事業認可 
R.7.3.21 

千葉県告示第 174 号 

1,035（汚水） 

799（雨水） 
43,040 21,248 47,104 S.49.11.22～R.11.3.31 事業施行期間の延伸 

全体計画(第 8 回変更) R.7 年度 
1,275（汚水） 

1,185（雨水） 
54,000 24,850 52,800 R.31 

東京湾流総計画の見直しに伴う下水道計画諸元の変更 

横田汚水中継ポンプ場及び袖ケ浦終末処理場に係る施設計画の変更 
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1-3. 全体計画の概要 

(1) 全体計画の考え方 

a) 基本条件 

1)目標年度 

上位計画である「東京湾流総計画」との整合を図る。 

 

2)下水道計画区域 

上位計画である「東京湾流総計画」及び「汚水処理構想」と整合を図る。 

 

b)下水道計画人口 

過去の人口動向及び将来の開発等を考慮し、上位計画である「東京湾流総計画」等

との整合を図り、将来人口を設定する。 

 

c)汚水量、汚濁負荷量原単位 

実績に基づく予測、検証を行い、上位計画である「東京湾流総計画」及び上水道の

給水計画との整合を図り設定する。 

 

d)施設計画 

① 既整備区域の状況把握を行い、現況能力が生かせる効率的な計画とする。 

② 土地区画整理事業等の開発計画と十分に整合を図った計画とする。 

③ 地下埋設調査を十分に行い、幹線への影響を把握した計画とする。 

 

 (2) 全体計画見直しによる変更概要 

1)目標年度 

上位計画である「東京湾流総計画」との整合を図り令和 31 年度とする。 

 

2) 下水道計画区域 

東京湾流総計画と整合を図り、汚水全体計画区域における前回計画値 1,418.7ha に、

将来市街地（見込み）約 49ha 及び令和 2 年度に新たに市街化区域に編入した区域（坂

戸市場地先）等約 13ha を加えるとともに、接続が見込まれていた市街化調整区域約

206.1ha を除外し、1,274.6ha に縮小する。 

雨水全体計画区域については、汚水全体計画区域との整合を図り、前回計画値

1149.0ha から 1,184.9ha に拡大する。 
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3)下水道計画人口 

過去の人口動向及び将来の開発等を考慮し、「東京湾流総計画」と整合を図り、汚水

計画人口を 70,000 人とする。また、下水道計画人口は、下水道計画区域を変更すると

ともに、近年の人口動態と新規の開発が見込まれる将来市街地における人口増加を考

慮し、前回計画の 49,700 人から 54,000 人に設定する。 

 

4)汚水量，汚濁負荷量 

計画汚水量は、「東京湾流総計画」と整合を図るとともに実績を考慮し変更する。 

計画汚濁負荷量及び流入水質については、袖ケ浦終末処理場流入水質の実績を踏ま

え、「東京湾流総計画」と整合を図り変更する。 

 

5) 管きょ計画 

管きょ計画は、既存施設の整備状況を反映するとともに、下水道計画区域の変更に

伴い、20ha 以上（開きょの場合は 10ha 以上）となる幹線管きょの位置（起点・終点）

を変更する。 

 

6) ポンプ場計画 

a) 横田汚水中継ポンプ場 

横田汚水中継ポンプ場は、集水区域、下水道計画人口及び汚水量原単位の変更に伴

い計画汚水量が変更となるため、以下のとおり変更する。 

①計画汚水量 

1.60m3/分から 1.06m3/分に縮小 

②ポンプ仕様 

「φ150×1.60m3/分×2 台（うち予備 1 台）」から「φ100×1.06m3/分×2 台 

（うち予備 1 台）」に縮小する。 

 

b) 奈良輪雨水ポンプ場 

奈良輪雨水ポンプ場は、奈良輪第一雨水幹線の拡幅により貯留機能を付加したこ

とから、以下のとおり変更する。 

① 計画雨水量 

942m3/分（15.7m3/秒）から 618m3/分（10.3m3/秒）に縮小する。 

② ポンプ仕様 

「φ1,500×320m3/分×2 台、φ1,000×150m3/分×2 台（計 4 台）」から 

「φ1,000×165m3/分×2 台、φ900×144m3/分×2 台（計 4 台）」に縮小する。 
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7)処理場計画 

袖ケ浦終末処理場は、上位計画である「東京湾流総計画」との整合を図り、以下の

とおり変更する。 

① 処理方式 

「高度処理」（嫌気無酸素好気法＋急速ろ過法）から「標準活性汚泥法」に  

変更する。 

③ 計画放流水質の設定 

水処理方式については、現在の処理方式である標準活性汚泥法を維持する。 

なお、東京湾流総計画にて小規模処理場に位置付けられたことから整合を図

ったものである。 

BOD15mg/L、T-N20mg/L、T-P3.0mg/L 

③ 処理能力 

26,800m3/日から 24,900m3/日に縮小する。 

 

全体計画の諸元について、新旧対照表を下表に示す。 
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表 1-2 全体計画の変更概要 

 

汚水

雨水

汚水量原単位

（L/人/日）
日平均 日最大 時間最大 備 考 日平均 日最大 時間最大 備 考

生活 255 340 510 230 305 460

営業 50 65 100 45 60 90

合計 305 405 610 275 365 550

地下水 70 70 70 60 60 60

計 画 汚 水 量

（m3/日）
日平均 日最大 時間最大 備 考 日平均 日最大 時間最大 備考

15,160 20,130 30,320 14,850 19,710 29,700

3,480 3,480 3,480 3,240 3,240 3,240

2,670 2,670 5,340 1,700 1,700 3,400

500 500 750 150 200 300

21,810 26,780 39,890 19,940 24,850 36,640

終末処理場

汚水ポンプ場

雨水ポンプ場

※計画処理水質の(  )書きは、『東京湾流域別下水道整備総合計画に関する基本方針（H19.9）』による長期の目標値

汚水量原単位が減少したため、各区分の計画汚水量が減

少。

ポンプ能力
φ1,500×320m3/分×2台

φ1,000×150m3/分×2台

φ1,000×165m3/分×2台

φ  900×144m3/分×2台
　　〃

名称 奈良輪雨水ポンプ場 奈良輪雨水ポンプ場 変更なし

計画雨水量(m3/分) 942 618 下水道法事業計画（H23）と整合を図る

計画汚水量(m3/分) 1.60 1.06

φ100×1.06m3/分×2台(うち予備1台) 　　〃

計画放流水質 BOD 10mg/L　　T-N 11mg/L　　T-P 1.1mg/L BOD 15mg/L　　T-N 20mg/L　　T-P 3.0mg/L
比較した結果、最も厳しい基準の下水道法施行規則の上限

値に基づき設定

名称 横田汚水中継ポンプ場 横田汚水中継ポンプ場 変更なし

計画面積の見直しに伴い変更する

ポンプ能力 φ150×1.60m3/分×2台(うち予備1台)

計画流入水質

BOD 195mg/L

COD 126mg/L

SS  160mg/L

T-N  49mg/L

T-P 4.9mg/L

BOD 233mg/L

COD 142mg/L

T-N  58mg/L

T-P 6.4mg/L

流入負荷量の変更と下水道計画人口が増えたため。

計画処理水質

BOD   　　10mg/L

COD    10(8)mg/L

T-N    10(8)mg/L

T-P 0.5(0.4)mg/L

BOD  15mg/L

COD  13mg/L

T-N  20mg/L

T-P 1.5mg/L

水処理方式については、現在の処理方式である標準活性汚

泥法を維持する。なお、東京湾流総計画にて小規模処理場

に位置付けられたことから整合を図ったものである。

汚泥処理方式 濃縮→脱水→焼却 濃縮→脱水→焼却
変更なし

※汚泥処理方式は広域化・共同化計画の際に再検討する

処理能力(m3/日) 26,800 24,900 東京湾流総計画と整合を図る

袖ケ浦終末処理場 変更なし

水処理方式 標準活性汚泥法
処理場の現行水処理方式は標準活性汚泥法である。

※高度処理を実施せず、現行処理方式を維持する。

　　　　高度処理　＊要新設

嫌気無酸素好気法（凝集剤添加）＋急速ろ過法

区分

家庭

汚水計画人口（人）

名称 袖ケ浦終末処理場

工　場

その他

計

区分

家　庭

地下水

70,000 70,000
汚水計画人口とは、処理水量の算定に用いる数値であり、

行政人口とは趣旨が異なる。

下水道計画人口（人） 49,700 54,000 将来市街地（見込み）を考慮し、4,300人の増とする。

下水道計画

区域面積(ha)

1,418.7 1,274.6
総計144.1haを減する。

（市街化調整区域157.1haの減及び市街化区域13haの増）

1,149.0 1,184.9 汚水処理計画を反映し、追加及び削除を行う

区　　　分

全　　体　　計　　画

備　　　考

現行計画 変更計画（第8回変更）

計画目標年度 令和31年度 令和31年度 計画期間は令和31年度までの25年間となる。

上水道使用実績から求めており、上水道使用量が減少して

いることから各区分の水量を減少。

排除方式 分流式 分流式 変更なし
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第 2 章 全体計画の基本方針 
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第2章 全体計画の基本方針 

 

 2-1. 計画目標年度 

下水道計画においては、施設の耐用年数が長期にわたること，管きょは下水量の増大に合わせて段

階的に能力を増大させることが困難であることなどから、施設能力は長期にわたる予測に基づいて決

定する必要がある。 

「下水道施設計画・設計指針と解説（2019年版）日本下水道協会」では、『全体計画の目標年次は、

概ね20～30年後を標準としている。』とされている。 

令和6年度に見直された東京湾流総計画では、目標年度を「令和31年度」としている。また、令和

4 年度には汚水処理構想の見直しが行われ、計画目標年度を「短期目標：令和 6 年度、中期目標：令

和16年度、長期目標：令和31年度」としている。 

本計画では、上位計画である東京湾流総計画及び汚水処理構想と整合を図り，計画目標年度を前回

計画の「平成36年度」から「令和31年度」に変更する。 

 

2-2. 排除方式 

下水の排除方式には、汚水と雨水を同一の管きょで排除する「合流式」と、別の管きょで排除する「分

流式」がある。下水処理区においては事業着手当初から分流式を採用しており、今後も引き続き「分

流式」により下水道整備を進める。 

 

2-3.下水道計画区域 

(1) 汚水全体計画区域  

汚水全体計画区域は、令和4年度に策定した汚水処理構想で定める汚水処理施設整備方針を踏まえ、

汚水全体計画区域を以下のとおり変更する。（詳細については表 2-3を参照） 

 

表 2-1 汚水全体計画区域の新旧対照表 

 

 

表 2-2 目標年度別の汚水処理区域（参考） 

 

    ※中期（R16）は、将来市街地（見込み）（49.0ha）及び既成市街地（2.9ha）と袖ケ浦駅海側地区の一部区域

（1.0ha）を見込む。長期（R31）は、中期（R16）に将来市街地（86.0ha）を見込む。 

市街化 市 街 化 計 市街化 市 街 化 計 市街化 市 街 化 計

区　域 調整区域 区　域 調整区域 区　域 調整区域

1,024.0 394.7 1,418.7 1,037.0 237.6 1,274.6 13.0 -157.1 -144.1 

（第7回変更） （第8回変更）

前回計画 今回計画 増　減

市街化 市 街 化 計 市街化 市 街 化 計 市 街 化 計

区　域 調整区域 区　域 調整区域 調整区域

短期（R06） 1,024.0 394.7 1,418.7 1,036.0 99.7 1,135.7 -295.0 -283.0 

中期（R16） - - - 1,037.0 151.6 1,188.6 51.9 52.9 

長期（R31） - - - 1,037.0 237.6 1,274.6 86.0 86.0 

増減 13.0 -157.1 -144.1 

目標年度
（第8回変更）

前回計画

（第7回変更）

今回計画
整備計画

市街化

12.0 

1.0 

0.0 
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表 2-3 汚水全体計画区域の内訳 

 

       ※主な変更内容 

①奈良輪分区の袖ケ浦駅海側地区で1haを調整し、将来市街地（見込み）を40ha追加、既計画地8haを除外する。 

      ②中部分区の既成市街地へ令和2年度市街化区域に編入された坂戸市場地区12.0haと将来市街地（見込み）9haを追加する。 

③中部分区の北部分区の境界変更に伴い0.1haを調整する。 

④その他に市街化調整区域の増減は、区域外流入施設等の面積を追加し、接続を見込んでいた既成市街地等を除外する。 

 

市街化
区　域

市 街 化
調整区域

計
市街化
区　域

市 街 化
調整区域

計
市街化
区　域

市 街 化
調整区域

計

長浦拓 86.0 － 86.0 － － － 86.0 － 86.0 

袖ケ浦駅海側地区 48.0 48.0 1.0 － 1.0 49.0 0.0 49.0 

将来市街地見込 － 94.0 94.0 － 32.0 32.0 － 126.0 126.0 

計 48.0 94.0 142.0 1.0 32.0 33.0 49.0 126.0 175.0 

既成市街地 350.0 39.2 389.2 12.1 -24.0 -11.9 362.1 15.2 377.3 

将来市街地見込 － － － － 9.0 9.0 － 9.0 9.0 

計 350.0 39.2 389.2 12.1 -15.0 -2.9 362.1 24.2 386.3 

既成市街地 349.0 26.8 375.8 -0.1 -19.8 -19.9 348.9 7.0 355.9 

浜宿団地 － 11.0 11.0 － － － － 11.0 11.0 

計 349.0 37.8 386.8 -0.1 -19.8 -19.9 348.9 18.0 366.9 

既成市街地 － 129.2 129.2 － -121.7 -121.7 － 7.5 7.5 

健康づくり支援センター － 6.0 6.0 － － － － 6.0 6.0 

袖ケ浦公園 － － － － 25.2 25.2 － 25.2 25.2 

計 － 135.2 135.2 － -96.5 -96.5 － 38.7 38.7 

横田 64.0 40.5 104.5 － -37.9 -37.9 64.0 2.6 66.6 

のぞみ野団地 53.0 － 53.0 － 0.1 0.1 53.0 0.1 53.1 

椎の森工業団地 74.0 20.0 94.0 － -20.0 -20.0 74.0 0.0 74.0 

松川地区（農集排） － 28.0 28.0 － － － － 28.0 28.0 

1,024.0 394.7 1,418.7 13.0 -157.1 -144.1 1,037.0 237.6 1,274.6 

北部

南部

計

処理分区名

前回計画（ha） 増　減（ha） 今回計画（ha）

奈良輪

中部
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 図 2-1 汚水全体計画区域の新旧対照図（1/2） 

坂戸市場 

（将来市街地（見込み）） 

分区界の変更 

（中部分区・北部分区） 

浜宿団地 

健康づくり支援センター 

袖ケ浦公園 

坂戸市場 

（市街化区域へ編入） 
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図 2-2 汚水全体計画区域の新旧対照図（2/2） 
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(2) 雨水全体計画区域 

雨水全体計画区域は、個別の排水区を対象にこれまで実施した雨水排除に係る検討業

務の結果に基づき、以下のとおり雨水全体計画区域を変更する。 

 

表 2-4 雨水全体計画区域の新旧対照表 

市街化 市 街 化 計 市街化 市 街 化 計 市街化 市 街 化 計

区　域 調整区域 区　域 調整区域 区　域 調整区域

1,025.0 124.0 1,149.0 1,037.0 147.9 1,184.9 12.0 23.9 35.9 

前回計画 今回計画 増　減

（第7回変更） （第8回変更）
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表 2-5 雨水全体計画区域における排水区の一覧 

 

※赤色ハッチが変更箇所、黄色ハッチが削除箇所を示す

市街化 調　整 計 市街化 調　整 計 既計画 今回追加 計

代宿笠上 排水区 47.00 － 47.00 － － － 47.00 － 47.00 

浜宿川第一 　〃 19.20 11.00 30.20 － － － 19.20 11.00 30.20 

浜宿川第二 　〃 19.00 － 19.00 － － － 19.00 － 19.00 

久保田川 　〃 25.27 － 25.27 － － － 25.27 － 25.27 

久保田川左岸第一 　〃 6.69 － 6.69 － － － 6.69 － 6.69 

久保田川左岸第二 　〃 22.80 － 22.80 － － － 22.80 － 22.80 

久保田川左岸第三 　〃 28.80 － 28.80 － － － 28.80 － 28.80 

久保田川右岸第一 　〃 18.99 － 18.99 － － － 18.99 － 18.99 

久保田川右岸第二 　〃 2.20 － 2.20 － － － 2.20 － 2.20 

長　浦 　〃 7.90 － 7.90 － － － 7.90 － 7.90 

蔵波川右岸第一 　〃 2.00 － 2.00 － － － 2.00 － 2.00 

蔵波川右岸第二 　〃 6.40 － 6.40 － － － 6.40 － 6.40 

蔵波川右岸第三 　〃 13.00 － 13.00 － － － 13.00 － 13.00 

蔵波川右岸第四 　〃 6.60 － 6.60 － － － 6.60 － 6.60 

蔵波川右岸第五 　〃 3.00 － 3.00 － － － 3.00 － 3.00 

蔵波川右岸第六 　〃 8.00 － 8.00 － － － 8.00 － 8.00 

蔵波川右岸第七 　〃 7.10 － 7.10 － － － 7.10 － 7.10 

蔵波川左岸第一 　〃 28.40 － 28.40 － － － 28.40 － 28.40 

蔵波川左岸第二 　〃 45.90 － 45.90 － － － 45.90 － 45.90 

蔵波川左岸第三 　〃 7.60 － 7.60 － － － 7.60 － 7.60 

蔵波川左岸第四 　〃 21.90 － 21.90 － － － 21.90 － 21.90 

蔵波台 　〃 26.80 － 26.80 － － － 26.80 － 26.80 

蔵　波 　〃 4.80 － 4.80 － － － 4.80 － 4.80 

五反田川第一 　〃 25.20 － 25.20 － － － 25.20 － 25.20 

五反田川第二 　〃 4.60 － 4.60 － － － 4.60 － 4.60 

今井第一 　〃 17.60 － 17.60 － － － 17.60 － 17.60 

今井第二 　〃 7.00 － 7.00 － － － 7.00 － 7.00 

今井第三 　〃 8.60 － 8.60 － － － 8.60 － 8.60 

境　川 　〃 6.60 － 6.60 － － － 6.60 － 6.60 

境川左岸第四 　〃 34.93 － 34.93 0.04 － 0.04 34.97 － 34.97 

境川右岸第三 　〃 14.30 － 14.30 － － － 14.30 － 14.30 

奈良輪第一 　〃 112.10 56.50 168.60 0.91 51.9 52.81 113.01 108.40 221.41 

奈良輪第二 　〃 13.62 28.50 42.12 － － － 13.62 28.50 42.12 

奈良輪第三 　〃 － 8.00 8.00 － -8.00 -8.00 － － － 

福王台第二 　〃 74.67 － 74.67 10.74 － 10.74 85.41 － 85.41 

出津第一 　〃 1.60 － 1.60 0.07 － 0.07 1.67 － 1.67 

出津第二 　〃 17.45 － 17.45 -10.33 － -10.33 7.12 － 7.12 

出津第三 　〃 6.93 － 6.93 -0.88 － -0.88 6.05 － 6.05 

出津第四 　〃 9.75 － 9.75 8.41 － 8.41 18.16 － 18.16 

出津第五 　〃 10.00 － 10.00 3.04 － 3.04 13.04 － 13.04 

浮戸川西第七 　〃 2.90 － 2.90 － － － 2.90 － 2.90 

小櫃川東 　〃 0.80 － 0.80 － － － 0.80 － 0.80 

岩　井 　〃 53.00 － 53.00 － － － 53.00 － 53.00 

南袖第一 　〃 4.10 － 4.10 － － － 4.10 － 4.10 

南袖第二 　〃 8.00 － 8.00 － － － 8.00 － 8.00 

南袖第三 　〃 5.10 － 5.10 － － － 5.10 － 5.10 

長浦拓第一 　〃 22.28 － 22.28 － － － 22.28 － 22.28 

長浦拓第二 　〃 19.22 － 19.22 － － － 19.22 － 19.22 

長浦拓第三 　〃 11.00 － 11.00 － － － 11.00 － 11.00 

北　袖 　〃 16.30 － 16.30 － － － 16.30 － 16.30 

小　路 　〃 7.90 － 7.90 － － － 7.90 － 7.90 

上宿第一 　〃 8.43 － 8.43 － － － 8.43 － 8.43 

上宿第二 　〃 1.89 － 1.89 － － － 1.89 － 1.89 

中　下 　〃 6.52 － 6.52 － － － 6.52 － 6.52 

山　中 　〃 39.26 － 39.26 － － － 39.26 － 39.26 

椎の森工業団地 　〃 74.00 20.00 94.00 － -20.0 -20.00 74.00 － 74.00 

1,025.00 124.00 1,149.00 12.00 23.90 35.90 1,037.00 147.90 1,184.90 計

排水区名 既計画（ha） 今回計画（ha）追加区域（ha）
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図 2-3 雨水全体計画区域の新旧対照図（1/2）

廃止する排水区 

（奈良輪第三排水区） 

坂戸市場 

（将来市街地（見込み）） 

坂戸市場 

（市街化区域へ編入） 

一部廃止する排水区 

（椎の森工業団地排水区） 
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図 2-4 雨水全体計画区域の新旧対照図（2/2） 
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第 3 章 計画人口 

3-1. 汚水計画人口 

(1) 行政人口の実績 

本市における行政人口の推移を表 3-1、図 3-1 に示す。 

本市の行政人口は微増傾向にあり、令和 5年度末時点で 66,041 人となっている。 

 

表 3-1 行政人口の実績 

 

     （出典：住民基本台帳 ※3/31 現在で集計） 

  

 

図 3-1 行政人口の推移

前年からの

増減（人）

2010年度 平成22年度 147 

2011年度 平成23年度 18 

2012年度 平成24年度 78 

2013年度 平成25年度 336 

2014年度 平成26年度 32 

2015年度 平成27年度 220 

2016年度 平成28年度 243 

2017年度 平成29年度 861 

2018年度 平成30年度 453 

2019年度 令和元年度 815 

2020年度 令和2年度 556 

2021年度 令和3年度 340 

2022年度 令和4年度 362 

2023年度 令和5年度 264 

年　度
行政人口

実績値（人）

65,777 

66,041 

65,415 

61,463 

61,559 

61,895 

61,927 

62,147 

63,251 

64,519 

63,704 

65,075 

62,390 

61,481 
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(2)汚水計画人口のまとめ 

汚水計画人口の推計について、関連計画と対比した結果を図 3-2 に示す。 

今回計画では、上位計画である東京湾流総計画にて示された将来人口より、表 3-

2 に示すとおり全体計画目標年度（令和 31 年度）の汚水計画人口を 70,000 人、中

期目標年度（令和 16 年度）の汚水計画人口を 70,500 人とする。なお、参考値とし

て、汚水処理構想における短期目標年度（令和 6 年度）と人口ピークとして想定す

る令和 21 年度の数値についても記載する。 

 

表 3-2 汚水計画人口の採用値（単位：人） 

 

 

図 3-2 汚水計画人口の比較 

 

【出 典】 

①社人研 ······· 国立社会保障・人口問題研究所（令和 5 年度） 

②人口ビジョン · 袖ケ浦市人口ビジョン（令和 2 年度） 

③基本構想 ····· 袖ケ浦市基本構想（令和 2 年度） 

④汚水処理構想 · 千葉県全県域汚水適正処理構想（令和 5 年度） 

⑤東京湾流総 ··· 東京湾流域別下水道整備総合計画（令和 6 年度） 

実績値 短期目標 中期目標 人口ピーク 全体計画

（令和5年度） （令和6年度） （令和16年度） （令和21年度） （令和31年度）

67,500

(58,000)

※（　）の数値は既計画を示す

汚水計画人口 70,00066,041 71,00070,500

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

75,000

H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27

汚
水

計
画

人
口

（
人
）

和 暦

実績値 社人研 人口ビジョン 基本構想 汚水処理構想 東 京 湾

流総計画
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3-2. 下水道計画人口 

下水道計画人口は，上位計画である東京湾流総計画と整合を図るとともに、下水

道計画区域内の人口動態や将来の開発地区における人口を考慮して設定する必要

がある。 

なお、本市で将来的に開発が見込まれる奈良輪分区・中部分区における人口増加

を考慮して下水道計画人口を設定する。 

今回計画における下水道計画人口は、上位計画である東京湾流総計画と整合を図

り、表 3-3 のとおり設定する。 

 

表 3-3 下水道計画人口の採用値（単位：人） 

実績値 短期目標 中期目標 人口ピーク 全体計画

（令和5年度） （令和6年度） （令和16年度） （令和21年度） （令和31年度）

48,300

(49,700)

※（　）の数値は既計画を示す

54,000
下 水 道
計画人口

45,435 51,200 54,270
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第 4 章 計画汚水量 

計画汚水量は、家庭汚水(生活汚水＋営業汚水)、地下水及び工場排水等の各汚水量

の区分のうち、必要なものを積み上げて算定する。 

 

4-1.家庭汚水量 

家庭汚水は，一般家庭から排出される生活汚水と事務所、商店等から排出される営

業汚水に区分して算定する。生活汚水量原単位、及び営業汚水量原単位は上水道の給

水実績を基に設定する。 

給水量と汚水量原単位の一般的な関係を図 4-1 に示す。 

 

図 4-1 上水道給水量と汚水量原単位の一般的な関係 

 

 (1) 家庭汚水量原単位 

家庭汚水量原単位は上位計画である東京湾流総計画と整合を図り、今回計画では表 

4-1 のとおり設定する。 

 

表 4-1 家庭汚水量原単位（単位：L/日/人） 

 

  ※（ ）は前回計画の数値を示す 

 

 (2) 家庭汚水量 

今回計画における家庭汚水量を表 4-2 に示す。 

家庭汚水量は、上位計画である東京湾流総計画と整合が図れている。 

表 4-2 家庭汚水量（単位:m3/日） 

 

 ※（ ）は前回計画の数値を示す 

上水道給水量の分類

その他

(官公署用等)

有

収

水

量
営業汚水量原単位工場用水

汚水量原単位の分類

生活用水 生活汚水量原単位 家庭汚水量原単位

業務営業用水

(事務所用等)

日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大

0.75 1.00 1.50 0.75 1.00 1.50 0.75 1.00 1.50

230 305 460 230 305 460 230 305 460

(255) (340) (510) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

45 60 90 45 60 90 45 60 90

(50) (65) (100) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

275 365 550 275 365 550 275 365 550

(305) (405) (610) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

営　業

計

全体計画

（令和31年度）

中期目標

（令和16年度）

短期目標

（令和6年度）
項 目

生　活

日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大

0.75 1.00 1.50 0.75 1.00 1.50 0.75 1.00 1.50

13,285 17,630 26,567 14,082 18,688 28,162 14,850 19,710 29,700

(15,160) (20,130) (30,320) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

全体計画

（令和6年度） （令和16年度） （令和31年度）

家　庭

項 目

短期目標 中期目標
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4-2. 地下水量 

地下水量については，「下水道施設計画・設計指針と解説」に「既整備区域につい

ては、例えば処理場への晴天時の流入水量から有収水量を引いた値から推定すること

ができる。こうした推定が難しい区域については、生活汚水量と営業汚水量の和に対

する日最大汚水量の 10～20％を見込むものとする」と示されている。 

 

(1) 地下水量原単位 

地下水量原単位は、上位計画である東京湾流総計画と整合を図り、今回計画では表

4-3 のとおりとする。なお、地下水量原単位については、地下水量の時間的変動はな

いものと考え、「日平均：日最大：時間最大＝1.0：1.0：1.0」とする。 

 

表 4-3 地下水量原単位（単位：L/日/人） 

 

  ※（ ）は前回計画の数値を示す 

 

(2) 地下水量 

今回計画における地下水量を表 4-4 に示す。 

地下水量は、上位計画である東京湾流総計画と整合が図れている。 

 

表 4-4 地下水量 

 

  ※（ ）は前回計画の数値を示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大

275 365 550 275 365 550 275 365 550

(305) (405) (610) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

60 60 60 60 60 60 60 60 60

(70) (70) (70) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

335 425 610 335 425 610 335 425 610

(375) (475) (680) (－) (－) (－) (－) (－) (－)
合　計

家　庭
汚　水

地下水

項 目 （令和6年度） （令和16年度） （令和31年度）

短期目標 中期目標 全体計画

日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大

0.75 1.00 1.50 0.75 1.00 1.50 0.75 1.00 1.50

2,897 2,897 2,897 3,072 3,072 3,072 3,240 3,240 3,240

(3,480) (3,480) (3,480) (－) (－) (－) (－) (－) (－)
地下水

項 目

短期目標 中期目標 全体計画

（令和6年度） （令和16年度） （令和31年度）
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4-3.工場排水量 

本市における工場は，大部分が下水道計画区域外にある臨海部の工業専用地域に

集中しており，下水道計画区域では「準工業地域（長浦拓分区）」と千葉県企業庁に

よる宅地開発事業（内陸工業用地造成整備事業）により整備された「椎の森工業団」

が該当地区となる。 

そのため、今回計画における工場排水量は，「準工業地域」と「椎の森工業団地」

で発生する汚水量を対象とする。 

 

(1) 準工業地域内の工場排水量 

準工業地域内（長浦拓分区）の工場排水量は，工場の下水道使用水量実績に基づ

き、準工業地域内の工場排水量（日平均）を 400m3/日で設定する。 

 

(2) 椎の森工業団地の工場排水量 

椎の森工業団地は，Ⅰ期とⅡ期に分けて開発を行っており、Ⅰ期区域については

平成 17 年度に開発が完了し、既に全区画で操業を開始している。また、Ⅱ期区域に

ついては、平成 29 年度から分譲を開始しており、本計画では、全区画の操業により

発生する汚水量を想定する。 

① Ⅰ期区域の工場排水量 

Ⅰ期区域の工場排水量は、全区画で操業を開始していることを踏まえ、工場の

下水道使用水量実績に基づき、Ⅰ期区域内の工場排水量（日平均）を 1,000m3/日

で設定する。 

 

② Ⅱ期区域の工場排水量 

Ⅱ期区域は、平成 29 年度から分譲入札が開始されたところであるため、全 13

区画から工場排水量として事前に示された数値を採用するものとし、Ⅱ期区域

内の工場排水量（日平均）を 300m3/日で設定する。 

 

 

 (3) 工場排水量 

今回計画における工場排水量を表 4-5 に示す。なお、時間変動比は、『下水道施設

計画・設計指針と解説』を参考に「日平均：日最大：時間最大＝1.0：1.0：2.0」と

する。 

工場排水量は、上位計画である東京湾流総計画と整合が図れている。 

 

表 4-5 工場排水量（単位:m3/日） 

 
 ※（ ）は前回計画の数値を示す 

日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大

400 400 800 400 400 800 400 400 800

(500) (500) (1,000) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

1,000 1,000 2,000 1,000 1,000 2,000 1,000 1,000 2,000

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

300 300 600 300 300 600 300 300 600

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

1,300 1,300 2,600 1,300 1,300 2,600 1,300 1,300 2,600

(2,370) (2,370) (4,740) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

1,700 1,700 3,400 1,700 1,700 3,400 1,700 1,700 3,400

(2,670) (2,670) (5,340) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

Ⅰ期

区 分

椎の森
 工業団

地

準工業地域
（長浦拓分区）

中期目標 全体計画

（令和6年度） （令和16年度） （令和31年度）

短期目標

Ⅱ期

計

合　計
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4-4. その他の汚水量 

(1) 袖ケ浦健康づくり支援センターの汚水排除量 

南部地区における袖ケ浦健康づくり支援センターは発生汚水量が比較的多く、常

住人口がない施設であるため、汚水排除量申告一覧の数値に基づき、その他汚水量と

して表 4-6 に示すとおり 140m3/日（日平均）を見込むものとする。 

なお、時間変動比は、プールや浴室からの汚水量であることを考慮し、家庭汚水

量と同じ「日平均：日最大：時間最大＝0.75：1.0：1.5」で設定する。 

 

表 4-6 袖ケ浦健康づくり支援センター（単位:m3/日） 

 

 

(2) 袖ケ浦公園の汚水排除量 

南部分区の袖ケ浦公園は敷地面積が 25.20ha と大きく、常住人口がない施設であ

るため、汚水排除量申告一覧の数値に基づき、その他の汚水量として表 4-7 に示す

とおり 10m3/日（日平均）を見込むものとする。 

なお、時間変動比は、公衆トイレからの汚水量であることを考慮し、家庭汚水量

と同じ「日平均：日最大：時間最大＝0.75：1.0：1.5」で設定する。 

 

表 4-7 袖ケ浦公園（単位:m3/日） 

 

 

(3) その他の汚水量 

今回計画におけるその他の汚水量を表 4-8 に示す。 

その他の汚水量は、上位計画である東京湾流総計画と整合が図れている。 

 

表 4-8 その他の汚水量（単位:m3/日） 

 

 ※（ ）は前回計画の数値を示す 

 

 

 

 

 

日平均 日最大 時間最大

袖ケ浦健康づくり
支援センター

区 分

140 187 280 

日平均 日最大 時間最大区 分

10 13 20 袖ケ浦公園

日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大

140 187 280 140 187 280 140 187 280

(500) (500) (750) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

10 13 20 10 13 20 10 13 20

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

150 200 300 150 200 300 150 200 300

(500) (500) (750) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

短期目標 中期目標 全体計画

（令和6年度） （令和16年度） （令和31年度）

合　計

袖ケ浦公園

健康づくり
支援センター

区 分
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4-5. 計画汚水量 

前項までの検討結果に基づき、計画汚水量を総括した結果を表 4-9 に示す。 

今回計画の計画汚水量は、上位計画である東京湾流総計画と整合が図れている。 

 

表 4-9 計画汚水量（単位:m3/日） 

 

 

表 4-10 計画汚水量（単位:m3/日）※（参考：人口ピークとの対比） 

日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大

13,285 17,630 26,567 14,082 18,688 28,162 14,850 19,710 29,700 

(15,160) (20,130) (30,320) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

2,897 2,897 2,897 3,072 3,072 3,072 3,240 3,240 3,240 

(3,480) (3,480) (3,480) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

1,700 1,700 3,400 1,700 1,700 3,400 1,700 1,700 3,400 

(2,670) (2,670) (5,340) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

150 200 300 150 200 300 150 200 300 

(500) (500) (750) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

18,032 22,427 33,164 19,004 23,660 34,934 19,940 24,850 36,640 

(21,810) (26,780) (39,890) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

家　庭

地下水

工　場

その他

合　計

全体計画（令和31年度）中期目標（令和16年度）短期目標（令和6年度）
項　目

日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大

14,850 19,710 29,700 14,926 19,810 29,850 

(－) (－) (－) (－) (－) (－)

3,240 3,240 3,240 3,256 3,256 3,256 

(－) (－) (－) (－) (－) (－)

1,700 1,700 3,400 1,700 1,700 3,400 

(－) (－) (－) (－) (－) (－)

150 200 300 150 200 300 

(－) (－) (－) (－) (－) (－)

19,940 24,850 36,640 20,032 24,966 36,806 

(－) (－) (－) (－) (－) (－)

家　庭

地下水

工　場

その他

合　計

全体計画（令和31年度）
項　目

人口ピーク（令和21年度）
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第５章 計画汚濁負荷量 
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第 5 章 計画汚濁負荷量 

5-1. 家庭汚水の汚濁負荷量 

(1) 家庭汚水の汚濁負荷量 

家庭汚水の汚濁負荷量原単位については，上位計画である東京湾流総計画と整

合を図り、今回計画では表 5-1 のとおりとする。 

 

表 5-1 家庭汚水の汚濁負荷量原単位 

 

 

(2) 家庭汚水の汚水負荷量 

家庭汚水の汚濁負荷量は、下水道計画人口に汚濁負荷量原単位を乗じて算出す

る。 

 

表 5-2 家庭汚水の汚濁負荷量 

 

 

  

（g/人/日）

項　目 営業汚水② 家庭汚水

し尿 雑排水 計 (20%) ①＋②

BOD 18.0 40.0 58.0 11.6 69.6

COD 10.1 19.2 29.3 5.9 35.2

SS 20.0 24.0 44.0 8.8 52.8

T-N 9.0 3.0 12.0 2.4 14.4

T-P 0.80 0.40 1.20 0.24 1.44

※営業汚水の汚濁負荷量原単位＝生活汚水の負荷量原単位×営業用水率

生活排水①

BOD COD SS T-N T-P

 短期（R06） 3,362 1,700 2,550 696 69.6

 中期（R16） 3,564 1,802 2,703 737 73.7

 長期（R31） 3,758 1,901 2,851 778 77.8

 （参考）人口ピーク（R21） 3,777 1,910 2,865 781 78.1

家庭汚水汚濁負荷量（kg/日）
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5-2. 工場排水の汚濁負荷量 

工場排水は、その業種、製造品目、製造プロセス及び除外施設の有無によって、

排出する水質が異なる。よって、下水道計画区域内の実態を十分に調査のうえ算定

することが望ましいが、個々の事業所より排水される水質等の資料を入手すること

は困難である。 

今回計画では、東京湾流総計画で示されている細分類別の事業所より発生する水

質を本市の工場に該当する水質と置き換え、工場排水による汚濁負荷量を以下のと

おり設定する。 

 

表 5-3 工場排水の汚濁負荷量 

 

 

5-3. その他汚水の汚濁負荷量 

袖ケ浦健康づくり支援センター及び袖ケ浦公園における汚濁負荷量原単位は，

一般家庭並みで排出水質を想定し、汚濁負荷量を以下のとおり設定する。 

 

表 5-4 その他汚水の汚濁負荷量 

 

 

BOD COD SS T-N T-P

 準工業地域 150 126 120 22 3.2

 椎の森工業団地（Ⅰ期） 251 118 172 45 5.5

 椎の森工業団地（Ⅱ期） 108 102 120 17 2.2

 合　計 509 345 411 84 10.9

工場排水汚濁負荷量（kg/日）

袖ケ浦健康づくり支援センター＋袖ケ浦公園

BOD 253 38 

COD 128 19 

SS 192 29 

T-N 52 8 

T-P 5.2 0.8 

※計画汚水量（日平均）

　①袖ケ浦健康づくり支援センター＝140m
3
/日

　②袖ケ浦公園＝10m
3
/日

汚濁負荷量

(kg/日)
③=①×②

項　目

150

排出水質

(mg/L)
②

計画汚水量
（日平均）

(m3/日)
①
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5-4. 計画汚濁負荷量及び流入水質 

今回計画における計画汚濁負荷量及び流入水質を表 5-5～表 5-6 に示す。 

なお、計画流入水質は計画汚濁負荷量を日平均汚水量で除して求めたものである。 

 

 

表 5-5 計画汚濁負荷量 

 

 

表 5-6 計画流入水質 

 

計画汚水量

計画目標年度 ※日平均

（m3/日） BOD COD SS T-N T-P

 短期目標（令和 6年度） 18,032 3,909 2,065 2,991 788 81.3 

 中期目標（令和16年度） 19,004 4,111 2,167 3,144 829 85.4 

 全体計画（令和31年度） 19,940 4,305 2,266 3,292 870 89.5 

（参考）人口ピーク 20,032 4,324 2,275 3,306 873 89.8 

（参考）前回計画 21,810 4,252 2,744 3,490 1,063 106.8 

（参考）東京湾流総計画 19,940 4,638 2,833 3,756 1,147 128.0 

計画汚濁負荷量

（kg/日）

計画目標年度

BOD COD SS T-N T-P

 短期目標（令和 6年度） 217 115 166 44 4.5 

 中期目標（令和16年度） 216 114 165 44 4.5 

 全体計画（令和31年度） 216 114 165 44 4.5 

（参考）人口ピーク 216 114 165 44 4.5 

（参考）前回計画 195 126 160 49 4.9 

（参考）東京湾流総計画 233 142 188 58 6.4 

計画流入水質

（mg/L）
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第 6 章 計画雨水量 

 

 



 

- 34 - 

 

第 6 章 計画雨水量 

6-1.雨水流出量算定式 

(1) 雨水流出量算定式の設定 

今回計画では、これまでと同様に「合理式」で雨水流出量を算定する。 

 

 

Ｑ＝(1/360)×Ｃ×Ｉ×Ａ 

Ｑ：最大雨水流出量（ｍ3/秒） 

Ｃ：流 出 係 数 

Ｉ：流達時間内の平均降雨強度（㎜/時） 

Ａ：排 水 面 積（ha） 

 

(2) 確率年及び降雨強度式の設定 

雨水全体計画における確率年は、施設整備の整備水準を表すものである。つまり、5 年確率であれ

ば 5 年に一度程度の降雨に対応可能であるが、それ以上の降雨であれば、雨水排除施設から溢水す

ることになる。一般的には「下水道施設計画・設計指針と解説（2019 年版）」に記されている 5～10 年が

多く採用されており、確率年を上げれば事業費が増大することになるため、財政的負担やこれまでの浸 

水状況等を勘案したうえで慎重に決定する必要がある。 

今回計画では、これまでと同様に確率年を「5 年確率（時間雨量 50mm）」とし、降雨強度式は、5 年確率の

降雨強度式である「Ｉ＝5,000／（ｔ＋40）」とする。 

 

6-2. 流達時間の設定 

(1) 流入時間 

流入時間は、地表の状況や勾配，排水区の大きさや形状，その他多くの因子に関係し、特に地表

勾配の影響が大きいものと考えられる。 

流入時間の一般的な目安として、日本では「人口密度が大きい地区及び幹線管きょ：5分、人口密

度が小さい地区：10分、枝線管きょ：7～10分」を採用している。 

 

今回計画はこれまでと同様に、標準値として一般的に用いられている5～10分の中間値である

「流入時間ｔ1＝7分」を採用する。 

 

 

(2)流下時間 

流下時間は，管きょ区間ごとの距離と計画流量に対する平均流速から以下の式で求める。 

 

ｔ２＝Ｌ／Ｖ×１／60 

Ｌ：管きょ延長（ｍ） 

Ｖ：平均流速（ｍ／秒） 

 

(3) 流達時間 

流達時間は、流入時間と流下時間の和とする。 
 

ｔ＝ｔ1＋ｔ2 
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6-3. 流出係数の設定 

流出係数は、降雨量のうち、地面に浸透したりせずに、そのまま下水管や水路に流れ出る雨水量

の割合を示す係数である。 

なお、流出係数は、「建ぺい率，道路率，間地の舗装率等土地の利用状況」によって決まるため、

用途地域別に算出することが望ましい。 

今回計画の用地域別流出係数については、工種別基礎流出係数を定め，モデル地区抽出して用途

地域別流出係数を設定する。 

 

(1) 工種別基礎流出係数の設定 

工種別基礎流出係数は表 6-2に示す標準値があり、本計画で用いる工種別基礎流出係数はこの中

間値を採用する。 

 

表 6-1 工種別基礎流出係数の標準値 

工種別 流出係数 工種別 流出係数 

屋     根 

道     路 

その他の不透面 

水     面 

0.85～0.95 

0.80～0.90 

0.75～0.85 

1.00 

間       地 

芝、樹木の多い公園 

勾 配 の 緩 い 山 地 

勾 配 の 急 な 山 地 

0.10～0.30 

0.05～0.25 

0.20～0.40 

0.40～0.60 

 

 

(2) モデル地区の設定と流出係数の設定 

用途地域別の流出係数は、用途地域別にモデル地区（用途地域として比較的成熟した地区）を選定

し、工種別に面積を測定して流出係数の算定式により求めている。 

本市における用途地域別の流出係数については、以下の通り設定している。 

住居系は各用途の平均的な値である0.5と設定している。商業系は、近隣商業も将来は商業地域並

に成熟すると想定し、商業地域の上限値 0.7で設定している。工業系は、準工業地域の上限値である

0.6 を採用している。なお、開発区域である奈良輪第一排水区と椎の森工業団地については、これま

での一般市街地より浸透域が少ない土地利用の構成であると判断し、流出係数を個々に設定している。 

各排水区で設定した流出係数を表 6 2に示す。 
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表 6-2 排水区ごとの流出係数 

 

計画面積 流出係数 備考 計画面積 流出係数 備考

代宿笠上 第一分区 33.74 0.50 浮戸川西第七 第一分区 0.50 0.50

第二分区 13.26 0.50 第二分区 2.40 0.50

浜宿川第一 30.20 0.50 小櫃川東 0.80 0.50

浜宿川第二 第一分区 14.90 0.50 長浦 第一分区 1.32 0.60

第二分区 4.10 0.50 第二分区 1.83 0.60

久保田川 第一分区 2.10 0.50 第三分区 0.14 0.60

第二分区 0.42 0.50 第四分区 0.62 0.60

第三分区 16.43 0.50 第五分区 0.18 0.60

第四分区 6.29 0.50 第六分区 0.83 0.60

第五分区 0.03 0.50 第七分区 2.98 0.60

久保田川左岸第一 第一分区 1.64 0.50 蔵波台 26.80 0.55

第二分区 1.71 0.50 蔵波 4.80 0.60

第三分区 1.33 0.50 五反田川第一 25.20 0.55

第四分区 2.01 0.50 五反田川第二 4.60 0.55

久保田川左岸第二 第一分区 20.48 0.50 今井第一 17.60 0.50

第二分区 0.92 0.50 今井第二 7.00 0.50

第三分区 1.16 0.50 今井第三 8.60 0.50

第四分区 0.24 0.50 奈良輪第一 既成市街地 64.01 0.55

久保田川左岸第三 第一分区 0.46 0.50 開発区域 49.00 0.60

第二分区 28.34 0.50 将来市街地 108.40 0.50

久保田川右岸第一 第一分区 8.52 0.50 奈良輪第二 42.12 0.50

第二分区 3.28 0.50 奈良輪第三（今回計画で廃止） － －

第三分区 2.99 0.50 南袖第一 第一分区 2.43 0.60

第四分区 4.20 0.50 第二分区 0.94 0.60 （湾岸）

久保田川右岸第二 2.20 0.50 第三分区 0.73 0.15 （緑地）

蔵波川左岸第一 第一分区 24.11 0.50 南袖第二 第一分区 6.45 0.60

第二分区 4.29 0.50 第二分区 1.55 0.15 （緑地）

蔵波川左岸第二 第一分区 42.05 0.50 南袖第三 第一分区 3.95 0.60

第二分区 3.09 0.50 第二分区 1.15 0.15

第三分区 0.44 0.50 長浦拓第一 第一分区 1.56 0.15 （緑地）

第四分区 0.32 0.50 第二分区 0.30 0.60

蔵波川左岸第三 第一分区 0.33 0.50 0.55 0.80 （国道）

第二分区 7.27 0.50 第三分区 1.67 0.80

蔵波川左岸第四 第一分区 0.51 0.50 第四分区 1.98 0.15 （緑地）

第二分区 2.82 0.50 第五分区 0.96 0.60

第三分区 1.22 0.50 第六分区 1.15 0.15 （緑地）

第四分区 13.95 0.50 第七分区 4.16 0.60

第五分区 0.25 0.50 第八分区 1.48 0.15 （緑地）

第六分区 2.50 0.55 第九分区 3.96 0.60

第七分区 0.20 0.70 1.10 0.80 （国道）

第八分区 0.45 0.70 第十分区 1.21 0.15 （緑地）

蔵波川右岸第一 第一分区 0.25 0.50 第十一分区 1.35 0.60

第二分区 1.75 0.50 水路 0.85 －

蔵波川右岸第二 6.40 0.50 長浦拓第二 第一分区 1.56 0.60

蔵波川右岸第三 13.00 0.50 第二分区 0.79 0.15 （緑地）

蔵波川右岸第四 第一分区 4.26 0.50 第三分区 3.72 0.60

第二分区 2.34 0.50 第四分区 2.02 0.15 （緑地）

蔵波川右岸第五 第一分区 1.12 0.50 第五分区 4.33 0.60

第二分区 1.88 0.50 1.83 0.80 （国道）

蔵波川右岸第六 第一分区 0.84 0.50 第六分区 3.42 0.15

第二分区 2.52 0.50 水路 1.55 －

第三分区 0.86 0.50 長浦拓第三 第一分区 0.30 0.60

第四分区 1.08 0.50 0.55 0.80 （国道）

第五分区 0.47 0.50 第二分区 2.14 0.15 （緑地）

第六分区 1.81 0.55 第三分区 3.00 0.60

第七分区 0.42 0.70 第四分区 0.15 0.60

蔵波川右岸第七 7.10 0.60 第五分区 1.50 0.60

境川 第一分区 4.16 0.50 1.89 0.80 （国道）

第二分区 2.44 0.50 第六分区 0.70 0.60

境川左岸第四 第一分区 33.20 0.50 水路 0.77 －

第二分区 1.77 0.50 北袖 16.30 0.60

境川右岸第三 第一分区 4.56 0.50 小路 第一分区 1.25 0.55

第二分区 9.74 0.50 第二分区 0.34 0.55

岩井 53.00 0.50 第三分区 3.00 0.55

福王台第二 85.41 0.50 第四分区 0.24 0.55

出津第一 1.67 0.50 第五分区 1.40 0.55

出津第二 7.12 0.50 第六分区 1.67 0.55

出津第三 6.05 0.50 上宿第一 8.43 0.55

出津第四 18.16 0.50 上宿第二 1.89 0.55

出津第五 第一分区 11.46 0.50 中下 6.52 0.55

第二分区 0.74 0.50 山中 39.26 0.55

第三分区 0.84 0.50 椎の森工業団地 74.00 0.60

1,184.90

排水区名 排水区名

面積合計
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第 7 章  管きょ計画 

7-1．汚水管きょ計画 

汚水計画区域は8つの分区に分割されており、これら8分区の概要を以下に示す。 

 

a)横田分区 

下水道計画区域の中で最南端に位置し、袖ケ浦終末処理場から最も離れた区域であり、一番近い南

部分区まで約3km離れている。 

本分区は、主に JR 久留里線、小櫃川、旧小櫃川に狭まれ、国道 409 号沿いに発達した既成市街地

と、その周辺区域から構成される区域であり、比較的平坦な地形で、南西に向かって緩やかに傾斜し

ている。 

 

b)のぞみ野団地 

本市の内陸部、浮戸川右岸に位置する既成団地である。本団地内には、既に汚水管が整備されてお

り、平成11年度に集中合併浄化槽から公共下水道へ切り替えている。 

 

c)南部分区 

のぞみ野団地の西部、浮戸川右岸沿いに存在する既成集落の周辺区域であり、県道南総・昭和線沿

いに約4kmに渡っている。本分区の地形は、主に浮戸川に向かって傾斜しており、浮戸川の低部は、

東京湾に向かって傾斜している。 

 

d)中部分区 

本分区は、主にJR内房線南側の市街地から構成されている。本分区の地形について、市街地は丘陵

部と平坦部に分けられ、JR内房線と浮戸川に向かって傾斜した区域である。 

 

e)奈良輪分区 

本分区は、主にJR内房線、浮戸川に挟まれた区域である。 

以前はほとんどが田園地帯で、水路沿いの一部に既存集落が存在する区域であったが、近年は袖ケ

浦駅前区画整理区域に隣接する奈良輪地区の宅地化が進行しているとともに、袖ケ浦駅海側土地区画

理整理区域の西側において、新たな開発も見込まれている区域である。 

 

f)長浦拓分区 

本分区は、臨海部埋立てによる臨海工業地帯のうち、運河沿いに広がる準工業地域部にあたる。 

 

g)北部分区 

JR内房線沿いの代宿地区、長浦地区、蔵波地区、椎の森工業団地などの市街地と市街化調整区域に

位置する浜宿団地で構成されている。丘陵部に市街地が形成され、全体的にJR内房線に向かって傾斜

している。 

 

h)松川地区 

松川地区は、農業集落排水事業により汚水管きょの面整備を行っており、農業集落排水事業では処

理施設を設けず、公共下水道との連携事業により、公共下水道の汚水幹線（横田第一汚水幹線）に接

続している。 

 

北部分区の汚水は、北部汚水幹線によって集水され、その他の区域の汚水は主に南部汚水幹線によ
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って集水される。また、これら幹線は中央汚水幹線に合流し、臨海部に位置する袖ケ浦終末処理場へ

流入し、最終的に処理水を放流幹線により東京湾へ放流する。 

現時点で、事業化した全ての汚水幹線が整備済みとなっている。前回計画からの変更内容は表 7-1

のとおりである。 

 

表 7-1 汚水幹線の変更内容 

 

 

整備状況 変更内容

北部汚水幹線 整備済 変更なし

久保田第一汚水幹線 整備済 変更なし

久保田第二汚水幹線 整備済 区域の変更に伴い上流区間の一部を追加

久保田第三汚水幹線 整備済 実際の整備状況を反映し上流区間の一部を変更

長浦汚水幹線 整備済 区域の変更に伴い上流区間の一部を追加

蔵波第一汚水幹線 整備済 区域の変更に伴い上流区間の一部を追加

蔵波第二汚水幹線 整備済 区域の変更に伴い上流区間の一部を追加

蔵波第三汚水幹線 整備済 区域の変更に伴い削除

南部汚水幹線 整備済 変更なし

横田第一汚水幹線 整備済 区域の変更に伴い上流区間の一部を削除

横田第二汚水幹線 整備済 区域の変更に伴い削除

松川汚水幹線 整備済 変更なし

岩井汚水幹線 整備済 実際の整備状況を反映し上流区間の一部を変更

大曽根汚水幹線 整備済 区域の変更に伴い削除

神納汚水幹線 整備済 実際の整備状況を反映し追加

福王台汚水幹線 整備済 区域の変更に伴い上流区間の一部を削除

奈良輪第一汚水幹線 整備済 実際の整備状況を反映し変更

奈良輪第二汚水幹線 未事業化 変更なし　※開発計画と併せて見直し予定

奈良輪第三汚水幹線 未事業化 新規　※開発計画と併せて見直し予定

境川汚水幹線 整備済 変更なし

境川第一汚水幹線 整備済 実際の整備状況を反映し追加

長浦拓汚水幹線 整備済 変更なし

五反田川汚水幹線 整備済 区域の変更に伴い上流区間の一部を追加

蔵波台汚水幹線 整備済 変更なし

中央汚水幹線 整備済 変更なし

放流幹線 整備済 変更なし

　※色分けに係る内訳は以下のとおりである。

　　■：新規または前回計画から断面等を変更

　　■：20ha未満となる一部区間を追加または削除

　　■：20ha未満となるため全区間を削除

幹線名
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7-2．雨水管きょ計画 

雨水計画区域は、吐口ごとに58排水区に分割される。 

排水区を放流先河川ごとに整理すると、以下に示すとおり、笠上川系統、浜宿川系統、久保田川

系統、蔵波川系統、奈良輪境川系統、浮戸川系統、小櫃川系統、蔵波排水路系統及び東京湾系統の9

系統に大別される。 

 

a)笠上川系統 

笠上川は、平成10年 7月 17日に準用河川の指定を受けている。笠上川系統の排水区域は代宿笠

上排水区のみであり、代宿土地区画整理地区、北袖ケ浦住宅団地土地区画整理地区の雨水排水を行っ

ている。 

 

b)浜宿川系統 

浜宿川は、平成9年3月2日に準用河川の指定を受けている。浜宿川系統の排水区域は、浜宿川

第一・第二排水区と椎の森工業団地である。浜宿川第一・第二排水区は、代宿土地区画整理地区及び

浜宿団地の雨水排水を行っている。また、椎の森工業団地排水区は、開発地区である椎の森工業団地

の雨水排水を行っており、開発指導要綱に基づく雨水調整池を経て浜宿川に放流している。 

 

c)久保田川系統 

久保田川は、平成元年4月1日に準用河川の指定を受けている。久保田川系統の排水区域は、久

保田川排水区、久保田川左岸第一～第三排水区と久保田川右岸第一・第二排水区である。久保田川系

統の排水区域は、長浦駅前土地区画整理地区の雨水排水を行っており、久保田川排水区、久保田川左

岸第二・第三排水区については、現況において市街化が進んだ地域となっている。 

 

d)蔵波川系統 

蔵波川は、昭和49年 11月 20日に準用河川の指定を受けている。蔵波川系統の排水区域は、蔵波

川左岸第一～第四排水区及び蔵波川右岸第一～第七排水区である。蔵波川系統の排水区は、長浦駅前

土地区画整理地区、蔵波台土地区画整理地区の雨水排水を行っており、現況において全域にわたり市

街化が進んだ地域である。 

 

e)奈良輪境川系統 

奈良輪境川系統の排水区域は、境川排水区、境川左岸第四排水区及び境川右岸第三排水区であ

り、国道16号周辺の近隣商業地域を含み、現況で市街化の進んだ地域の雨水排水を行っている。 

 

f)浮戸川系統 

浮戸川系統の排水区域は、岩井排水区、福王台第二排水区、出津第一～第五排水区及び浮戸川西

第七排水区であり、福王台土地区画整理地区や国道16号周辺の近隣商業地域を含む地域の雨水排水

を行っている。 

 

g)小櫃川系統 

小櫃川系統の排水区域は、小櫃川東排水区、小路排水区、上宿第一・第二排水区、中下排水区及

び山中排水区である。小櫃川東排水区は、小櫃川の下流部に位置する排水面積0.8haの小さな排水区

である。また、小路排水区、上宿第一・第二排水区、中下排水区及び山中排水区は、横田地区の雨水

排水を行っている。 
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h)蔵波排水路系統 

蔵波排水路系統の排水区域は、蔵波台排水区、蔵波排水区、五反田川第一・第二排水区、今井第

一～第三排水区、長浦排水区、長浦拓第一～第三排水区及び北袖排水区であり、東西に細長い排水区

域である。この区域の大半は準工業地域となっており、比較的平坦な排水区域となっている。 

 

i)東京湾系統（直接放流） 

東京湾系統の排水区域は、奈良輪第一・第二排水区及び南袖第一～第三排水区である。奈良輪第

一・第二排水区のJR内房線より北側の地区は、現況において低平地となっている。奈良輪第一排水

区では、袖ケ浦駅海側土地区画整理事業（約49ha）の造成工事が完了し、袖ケ浦駅海側土地区画整

理区域は自然排水可能な高さまで盛土されている。なお、土地区画整理地区区域は低平地となってお

り、雨水をポンプ施設で強制排水できるよう、ポンプ排水を前提とした施設計画を策定している。 

 

 

現時点で、雨水幹線は事業化されていない排水区（奈良輪第二排水区、山中排水区）を除き、事業

化した全ての雨水幹線が整備済みとなっている。前回計画からの変更内容は表 7-2のとおりである。 
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表 7-2 雨水幹線の変更内容 

 

 

幹線名 整備状況 変更内容

代宿雨水幹線 整備済 変更なし

代宿第二雨水幹線 整備済 実際の整備状況を反映して位置及び断面を変更

浜宿川第二雨水幹線 － 20ha未満（開きょは10ha未満）のため削除

久保田第一雨水幹線 整備済 変更なし

久保田第二雨水幹線 整備済 変更なし

蔵波第一雨水幹線 整備済 変更なし

蔵波第二雨水幹線 整備済 変更なし

蔵波第三雨水幹線 － 20ha未満（開きょは10ha未満）のため削除

蔵波台雨水幹線 整備済 変更なし

五反田川雨水幹線 整備済 20ha未満（開きょは10ha未満）の上流区間を削除

境川第六雨水幹線 整備済 変更なし

奈良輪第一雨水幹線 整備済 実際の整備状況を反映して断面を変更

奈良輪第二雨水幹線 整備済 実際の整備状況を反映して断面を変更

奈良輪第三雨水幹線 － 20ha未満（開きょは10ha未満）のため削除

奈良輪第四雨水幹線 未事業化 20ha未満（開きょは10ha未満）の上流区間を追加

奈良輪第五雨水幹線 未事業化 20ha未満（開きょは10ha未満）の上流区間を追加

奈良輪第六雨水幹線 － 20ha未満（開きょは10ha未満）のため削除

奈良輪第七雨水幹線 未事業化 20ha未満（開きょは10ha未満）となる路線を追加

福王台第四雨水幹線 整備済 変更なし

岩井第一雨水幹線 整備済 実際の整備状況を反映して位置及び断面を変更

岩井第二雨水幹線 － 20ha未満（開きょは10ha未満）のため削除

岩井第三雨水幹線 － のぞみ野調整池より下流区間は削除

横田雨水幹線 未事業化 変更なし

山中雨水幹線 未事業化 変更なし

中下雨水幹線 － 20ha未満（開きょは10ha未満）のため削除

上宿雨水幹線 － 20ha未満（開きょは10ha未満）のため削除

　※色分けに係る内訳は以下のとおりである。

　　■：新規または前回計画から断面等を変更

　　■：20ha未満となる一部区間を変更または削除

　　■：20ha未満となるため全区間を削除
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図 7-1 排水区における流域系統図 

 

＜ 凡 例 ＞ 

笠上川系統 

浜宿川系統 

久保田川系統 

蔵波川系統 

奈良輪境川系統 

浮戸川系統 

小櫃川系統 

蔵波排水路系統 

東京湾系統 
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第 8 章 ポンプ場計画 
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第8章 ポンプ場計画 

 

8-1．汚水中継ポンプ場 

本市における汚水中継ポンプ場は「横田汚水中継ポンプ場」のみであり、その集水区域は横田分区

66.6ha（市街化区域：64.0ha，市街化調整区域：2.6ha）及び農業集落排水区域である松川地区（市街

化調整区域：28.0ha）である。本ポンプ場は、当該区域から発生する汚水を南部幹線（既設）へ送水

するための汚水中継ポンプ場である。 

 

集水区域は、施設規模を決定した当時の計画（第7回変更：以下、「現行計画」とする）では132.5ha

であったが、今回計画では横田分区の市街化調整区域を削除することから94.6haに縮小する。それに

伴い、計画汚水量は1.60 m3/分から1.06 m3/分（横田分区：0.80m3/分、松川地区：0.26m3/分）に縮

小するため、表 8-1に示すとおり、ポンプ仕様及び圧送管を変更する。 

横田汚水中継ポンプ場における施設概要を以下に示す。 

 

表 8-1 横田汚水中継ポンプ場の施設概要 

項 目 
現行計画 

（第7回変更） 

今回変更 

（第8回変更） 
増 減 整備済 

計画目標年度 
令和6年度 

（2024年度） 

令和31年度 

（2049年度） 
－ － 

計画面積 132.5ha 94.6ha -37.9ha 92.0ha 

計画汚水量 
1.60m3/分 

＝0.027m3/秒 

1.06m3/分 

＝0.018m3/秒 
-0.54m3/分 

1.34m3/分 

＝0.022m3/秒 

ポンプ仕様 
φ150×2.63m3/分 

×2台（予備1台） 

φ100×1.06m3/分 

×2台（予備1台） 
φ150→φ100 

φ100×1.34m3/分 

×2台（予備1台） 

圧 送 管 φ200×2条 
φ150×1条（新規） 

φ200×1条（既設） 

φ200×1条を削除 

φ150×1条を追加 
φ200×1条 

 

 なお、圧送管の管径は、計画汚水量が減少することにより、前回計画の口径φ200mm（既設）では、

管内流速が「0.018／(0.202×π/4)＝0.573m/秒」と最小流速（0.6m/秒）をやや下回る。なお、現状の

ポンプ仕様であれば、「0.022／(0.202×π/4)＝0.700m/秒」と最小流速を上回る。 

このため、今回計画では、圧送管の管径をφ150mm に変更するものとし、ストックマネジメント計

画に基づき改築更新する際は、ポンプ仕様の変更と併せて既設管のφ200mm をφ150mm へ減少する必

要がある。 
 

 本計画における圧送管の流速 

Ｖ＝0.018／(0.152×π/4)＝1.02m/秒 ※最適流速の1.0～1.8m/秒の範囲内 

 

 現状のポンプ仕様における圧送管の流速 

Ｖ＝0.022／(0.152×π/4)＝1.24m/秒 ※最適流速の1.0～1.8m/秒の範囲内 

 

【留意事項】 

  横田汚水中継ポンプ場の圧送管は、「横田圧送管二条化実施設計支援委託（H31.3）」において圧送

管の管径をφ150mmで決定し、現在、二条目の圧送管を整備中である。 
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8-2．雨水ポンプ場 

本市における雨水ポンプ場は「奈良輪雨水ポンプ場」のみであり、その集水区域は奈良輪第一排水

区の全域となる221.41haである。本ポンプ場は、当該区域から発生する雨水を東京湾に直接放流する

ための雨水ポンプ場である。 

奈良輪雨水ポンプ場は、当初計画（平成 22年度）でポンプ能力を 942m³/分と設定していたが、設

計段階で下水道事業計画（第 13回変更・平成 23年度）を変更し、雨水幹線の拡幅による貯留機能

を追加することで、ポンプ能力を 618m³/分に縮小した。今回の変更では、事業計画との整合を図る

ため、ポンプ能力を 942m³/分から 618m³/分へ縮小する。 

なお、現在は排水能力を456m3/分（全4台のうち3台を整備済）としているが、袖ケ浦駅海側地区

の開発状況を鑑み、ポンプ施設の増設を予定している。 

また、集水区域については、令和5年度の事業計画（第18回変更）において隣接する排水区との境

界を見直すとともに、汚水処理計画で新たに下水道計画区域とした将来市街地（見込み）等を加える

ことで全体として221.41haに拡大した。 

奈良輪雨水ポンプ場における施設概要を以下に示す。 

 

表 8-2 奈良輪雨水ポンプ場の施設概要 

項 目 
当初計画 

（第6回変更） 

今回変更 

（第8回変更） 
増 減 整備済 

計 画 面 積 168.60ha 221.41ha +52.81ha － 

計 画 流 量 
15.7m3/秒 

＝942㎥/分 

10.3m3/秒 

＝618㎥/分 
-5.4m3/秒 

7.6m3/秒 

＝456㎥/分 

ポンプ仕様 
φ1,500×324m3/分×2台 

φ1,000×150m3/分×2台 

φ1,000×165m3/分×2台 

  φ900×144m3/分×2台 

φ1,500→φ1,000 

φ1,000→φ900 

φ1,000×165m3/分×1台 

  φ900×144m3/分×2台 

 

 

 

図 8-1 奈良輪雨水ポンプ場の平面図
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第９章 終末処理場計画 
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第 9 章 終末処理場計画 

 

9-1. 袖ケ浦終末処理場の施設概要 

袖ケ浦終末処理場の施設計画を策定した当時の計画（第7回変更※以下、「現行計画」とする）は、水処

理の高度処理化、場内西側で第3・4系の増設を計画に位置付けている。 

今回計画では、上位計画である東京湾流総計画と整合を図り、処理方式を「標準活性汚泥法」へ変更す

るとともに、場内西側で予定していた第3・4系の増設は廃止し、維持管理性を考慮し、新たに既設の第1・

2系の東側に第3系を配置する。 

また、既存水処理施設の東側に配置されている「超高度処理施設（オゾン、活性炭等）」の用地は、将来、

東京湾において更なる流入負荷低減（高レベルの処理水質）を求められた場合、または処理水を再利用す

る場合を考慮したものであるが、東京湾流総計画における袖ケ浦終末処理場の位置付けが「小規模処理場」

となることを踏まえ、超高度処理施設予定地についても廃止する。 

 

表9-1 水処理設備の計画 

現行計画 

（第7回変更） 

今回計画 

（第8回変更） 
既存設備 

嫌気無酸素好気法（凝集剤添加） 

＋急速ろ過法 
標準活性汚泥法 標準活性汚泥法 

※「9-2.水処理方式：(1)水処理方式の選定」を参照 

 

表9-2 計画処理水質(mg/L) 

区 分 BOD COD SS T-N T-P 備 考 

計画処理水質 

(令和31年度) 
15 13 － 20 1.5 東京湾流総計画値 

※「9-2.水処理方式：(2)計画放流水質の設定」を参照 

 

表9-3 計画放流水質 (単位:mg/L) 

項 目 BOD T-N T-P 

計画放流水質(令和31年度) 15 20 3.0 

※「9-2.水処理方式：(3)計画放流水質の設定」を参照 

 

表9-4 濃縮設備の計画 

現行計画 

（第7回変更） 

今回計画 

（第8回変更） 
既存設備 

濃縮：分離濃縮 

① 最初沈殿池汚泥→重力濃縮 

②余剰汚泥→ベルト濃縮 

濃縮：分離濃縮 

①最初沈殿池汚泥→重力濃縮 

②余剰汚泥→ベルト濃縮 

濃縮：分離濃縮 

①最初沈殿池汚泥→重力濃縮 

 ②余剰汚泥→遠心濃縮 

※「9-3.汚泥処理方式：(3)汚泥濃縮方式について」を参照 

 

表9-5 脱水設備の計画 

現行計画 

（第7回変更） 

今回計画 

（第8回変更） 
既存設備 

スクリュープレス脱水機 圧入式スクリュープレス脱水機 圧入式スクリュープレス脱水機 

※「9-3.汚泥処理方式：(4)汚泥脱水方式について」を参照 
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図 9-1 袖ケ浦終末処理場 一般平面図（全体計画見直し） 

：新規施設 

：廃止施設 

水処理施設第３・４系【今回廃止】 

（既計画：Ａ２Ｏ法） 

超高度処理施設【今回廃止】 

水処理施設第３系【今回計画】 

（標準活性汚泥法） 

水処理施設第１・２系【既設】 

（既計画：Ａ２Ｏ法→今回見直し：標準活性汚泥法） 

急速ろ過施設【今回廃止】 



 

- 50 - 

 
図 9-2 袖ケ浦終末処理場 全体配置図

焼却炉 

将来改築予定地 
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表 9-6 袖ケ浦終末処理場に係る施設計画の概要 

 

 ※容量計算に基づき施設諸元を設定 

 

見直し① 既計画② 増減①-②

○1500 0.5‰ 1.604m3/s 0.91m/s 1 1 - 1

池幅 2 m×池長 13 m 2 2 - 2

1～3号ポンプ φ300×14m3/分×13m - 3(1) 3減 -

1～3号ポンプ φ300×13m3/分×13m 3(1) - 3増 -

No.1～2 φ300×13.5m3/分×13.7m - - - 2

No.3 φ400×22.6m3/分×13.7m - - - 1

第1系列 池幅 5.0 m×長さ 28.0m ×有効水深 2.8m 2 2 - 2

第2系列 池幅 5.0 m×長さ 20.0m ×有効水深 3.0m 2 2 - 2

第3系列 池幅 5.0 m×長さ 20.0m ×有効水深 3.0m 2 - 2増 -

第3・4系列 池幅 5.0 m×長さ 15.0m ×有効水深 3.2m - 4 4減 -

第1系列 池幅9.0 m×長さ63m×有効水深5.0m 1 1 - 1

第2系列 池幅10.3m×長さ64.3m ×有効水深 6.0m - 1 1減 1

第2系列 池幅5.1m×長さ64.3m ×有効水深 6.0m 2 - 2増 隔壁設置

第3系列 池幅5.1m×長さ64.3m ×有効水深 5.0m 2 - 2増 -

第3・4系列 池幅11m×長さ76m ×有効水深5.5m - 2 2減 -

第1系列 池幅 5.0m×長さ45m×有効水深 3.0m 2 2 - 2

第2系列 池幅5.0m×長さ52m ×有効水深 3.0m 2 2 - 2

第3系列 池幅5.0m×長さ52m ×有効水深 3.0m 2 - 2増 -

第3・4系列 池幅 5.0 m×長さ 37m ×有効水深 3.5m - 4 4減 -

池幅3.0m×長さ84m×有効水深 2.1m 1 1 - 1

No.1,3,4送風機 φ200×50m3/分×90kW - - - 3

1-3系 46m3/分 4(1) - 4(1)増 -

1-2系 45m3/分 - 2(1) 2(1)減 -

3-4系 55m3/分 - 2(1) 2(1)減 -

9.0m×有効水深 3.0m 1 1 - 1

ベルト濃縮 20m3/時/台 - 1 1減 -

ベルト濃縮 10m3/時/台 2 - 2増 -

遠心濃縮 15m3/時/台 - - - 1

φ8.0m×有効水深 3.0m 1 1 - 1

φ7.0m×有効水深 3.0m 1 1 - -

155kg-DS/時/台　ｽｸﾘｰﾝ径φ500 - - - 1

355kg-DS/時/台　ｽｸﾘｰﾝ径φ800 - - - 1

268kgDS/時･台　φ500 3 3 - 3

20t/日 - 1 1減 -

21t/日 1 - 1増 -
焼却炉

汚泥貯留タンク

重力濃縮タンク

接触タンク

最初沈殿池

全体計画
既設

池(台)数

機械脱水

機械濃縮

送風機

最終沈殿池

反応タンク

構造寸法及び仕様

圧入式ｽｸﾘｭｰﾌﾟﾚｽ
脱水機

主ポンプ

沈砂池

流入管渠

主要施設の名称
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9-2. 水処理方式 

(1) 水処理方式の選定 

上位計画である東京湾流総計画において、袖ケ浦終末処理場の水処理方式は標準活性汚泥法とさ

れたことから、今回計画では東京湾流総計画と整合を図り、水処理方式を「嫌気無酸素好気法（凝

集剤添加）＋急速ろ過法」から「標準活性汚泥法」に変更する。 

 

表9-7 水処理設備の計画 

現行計画 

（第7回変更） 

今回計画 

（第8回変更） 
既存設備 

嫌気無酸素好気法（凝集剤添加） 

＋急速ろ過法 
標準活性汚泥法 標準活性汚泥法 

 

 

(2) 計画処理水質の設定 

上位計画である東京湾流総計画において、袖ケ浦終末処理場は 25,000m3/日未満の小規模処理場

に位置付けられており、計画処理水質は「二次処理相当」を目標値としている。 

今回計画では、東京湾流総計画と整合を図り、費用対効果などの面から計画処理水質を以下のと

おり設定する。 

 

表9-8 計画処理水質(mg/L) 

区 分 BOD COD SS T-N T-P 備 考 

計画処理水質 

(令和31年度) 
15 13 － 20 1.5 東京湾流総計画値 

 

 

(3) 計画放流水質の設定 

計画放流水質は、下水道法施行規則で定める最大値や東京湾の水質規制値を考慮して設定する。 

今回計画では、計画処理水質に換算係数を乗じて得られる換算値、法令規制値（上乗せ規制値）

及び下水道法施行規則の上限値を比較し、最も厳しい値を計画放流水質として設定する。 

 

表9-9 計画放流水質の設定(単位:mg/L) 

項 目 BOD T-N T-P 

計画処理水質 ① 15  20 1.5 

換算係数 ② 1.0 1.5 3.0 

 実績に基づく換算値 ③＝①×② 15 30 4.5 

放流水質 下水道法施行規則の上限値 ④ 15 20 3.0 

 上乗せ条例 ⑤ 20 30 4.0 

計画放流水質の採用値(③～⑤の最小値) 15 20 3.0 

 

(4) 水処理施設の施設計画 

水処理方式を「嫌気無酸素好気法（凝集剤添加）＋急速ろ過法」とした現行計画では、3系列（能

力 7,500m3/日）と4系列（能力 7,500m3/日）を敷地の西側へ配置する計画であった。 

今回計画は、水処理方式を「標準活性汚泥法」に変更し、全体計画汚水量（24,850m3/日）を3系

列で均等に処理できる能力として配置する。 
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表9-10 施設寸法（3系増設） 

 

＜最初沈殿池・最終沈殿池＞ 

  

 

＜反応タンク＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、既存施設の2系反応タンクは、現況において幅10.5mの 1池であるが、今後の保守点検、改

築の容易性を考慮して「5.1m幅×2池」に改築する計画とする。 

また、反応タンクの槽割については、「1：1.5：1.5：2.25」とする。 

 

 

【留意事項】 

袖ケ浦終末処理場では、流入水質のうち T-N 濃度が高い点に注意が必要であり、現在は 2,500～

2,700mg/L 以上の高いMLSS濃度で処理を行うことで、BOD及びT-Nについて放流水質を満足してい

るものと考えられる。 

今後、流入水量の増加によって硝化不良が発生する恐れがあり、NH4-N 及び NO2-N 濃度の上昇が

BODに影響を及ぼし、下水道法に基づく放流基準値（15mg/L）を超過する危険性がある。また、MLSS

濃度を高く保持することを考慮すると、水面積負荷は現況と同等である 17m3/m2/日を保持すること

が望ましい。（反応タンクにおけるHRTの目安は8時間以上、9時間程度とする） 

 

 

 

 

 

 

系列 幅 池長 水深 越流堰長 池数

1系 5.0 28.0 2.8 22.0 2

2系 5.0 20.0 3.0 22.0 2

3系 5.0 20.0 3.0 22.0 1

系列 水面積 容量 越流堰長

1系 280.0 784.0 44.0

2系 200.0 600.0 44.0

3系 100.0 300.0 22.0

合計 580.0 1,684.0 110.0

系列 幅 池長 水深 池数

1系 9.0 63.0 5.0 1

2系 5.1 64.3 6.0 2 改築

3系 5.1 64.3 5.0 2 増設

断面積

1系 43.7 m2

2系 28.6 m2

3系 24.2 m2

容量

1系 2,750 m3

2系 3,670 m3

3系 3,110 m3

合計 9,530 m3

5.1×5.0－(0.8×0.8/2×4)＝

5.1×6.0－(1.0×1.0/2×4)＝

9.0×5.0－(0.5×0.5/2×4)＝

流入水量

1系 7,180 m3/日

2系 9,570 m3/日

3系 8,100 m3/日

合計 24,850 m3/日

系列 幅 池長 水深 越流堰長 池数

1系 5.0 45.0 3.0 32 2

2系 5.0 52.0 3.0 32 2

3系 5.0 52.0 3.0 32 2

系列 水面積 容量 越流堰長

1系 450.0 1,350.0 64.0

2系 520.0 1,560.0 64.0

3系 520.0 1,560.0 64.0

合計 1,490.0 4,470.0 192.0

備考
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9-3. 汚泥処理方式 

(1) 現在の汚泥処理方式について 

現在の汚泥処理方式は、「分離濃縮＋脱水処理＋搬出処分」を行っており、搬出先はエコシステム千

葉、デイ・シイとなっている。 

 

(2) 最終処分方式について 

令和5年度において 4,025t/年の脱水ケーキが発生しており、民間委託を通して100％を焼却処分

している。 

現行計画では将来的には焼却まで行い、埋立処分する計画となっている。一方、汚泥処理の広域化

計画については現段階で検討中であり、広域化・共同化計画は未策定であることから、今回計画では

現行計画で定める汚泥処理方式（濃縮－脱水－焼却）に準じるものとする。 

 

(3) 汚泥濃縮方式について 

汚泥濃縮工程の基本的な方法として、2 種類の汚泥を混合して濃縮（主として重力濃縮）する「混

合濃縮方式」と、それぞれの汚泥を性状に応じて分離して濃縮する「分離濃縮方式」がある。 

混合濃縮方式は、施設が簡素で建設費や維持管理費が安いが、最初沈澱池汚泥と余剰汚泥の混合汚

泥の濃縮性が悪く、SS 回収率も低い。このような点から、本終末処理場では処理効率がよい「分離濃

縮方式」を採用する。 

なお、既存施設の重力濃縮設備は改築後7年と新しく、特段の支障がないため現行計画の内容に準

じるものとし、機械濃縮機は近年の採用動向や建設費及び省エネルギー性を考慮し、既存設備の遠心

濃縮からベルト濃縮とする現行計画に準じるものとする。 

 

表9-11 濃縮設備の計画 

現行計画 

（第7回変更） 

今回計画 

（第8回変更） 
既存設備 

濃縮：分離濃縮 

①最初沈殿池汚泥→重力濃縮 

②余剰汚泥→ベルト濃縮 

濃縮：分離濃縮 

①最初沈殿池汚泥→重力濃縮 

②余剰汚泥→ベルト濃縮 

濃縮：分離濃縮 

①最初沈殿池汚泥→重力濃縮 

 ②余剰汚泥→遠心濃縮 

 

(4) 汚泥脱水方式について 

本終末処理場における脱水設備は、現行計画において遠心脱水機からスクリュープレス脱水機に変

更され、その後の改築事業で圧入式スクリュープレス脱水機を採用している。 

既存設備は比較的新しく、処理に特段の支障がないため、今回計画では既存設備の形式と同じ「圧

入式スクリュープレス脱水機」を採用する。 

 

表 9-12 脱水設備の計画 

現行計画 

（第7回変更） 

今回計画 

（第8回変更） 
既存設備 

スクリュープレス脱水機 圧入式スクリュープレス脱水機 圧入式スクリュープレス脱水機 
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第 10 章 財政計画 
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第10章 財政計画 

 

10-1.  概算事業費 

(1) 汚水全体計画の概算事業費 

汚水全体計画の概算事業費は、袖ケ浦終末処理場の増設費及び宅地開発が進行している袖ケ浦

駅周辺部の市街化調整区域（奈良輪分区）等の将来市街地における開発の進捗に応じた整備を見

込む。 

汚水全体計画における概算事業費を下表にまとめる。 

 

表 10-1 概算事業費（汚水）のとりまとめ 

対策 
番号 

対策メニュー 
概 算 
事業費 

（百万円） 

1 袖ケ浦終末処理場の増設（水処理施設：3系列目） 6,510 

2 汚水管の新設（袖ケ浦駅周辺部） 未定 

合 計 6,510 

  【留意事項】 

概算事業費は施工実績等に基づく概算値を示す。 

（実際の値については今後の実施設計で確定される） 

また、汚水管の新設費については、開発計画と併せて面整備計画を策定し、概算事業費を

あらためて検討するものとする。 

 

(2) 雨水全体計画の概算事業費 

雨水全体計画の概算事業費は、令和 5 年度に事業化した奈良輪第一排水区の雨水管の新設、令

和 7 年度に事業化を予定する奈良輪雨水ポンプ場の増設及び将来市街地（見込み）における雨水

排除施設の整備が見込まれている。 

雨水全体計画における概算事業費を下表にまとめる。 

 

表 10-2 概算事業費（雨水）のとりまとめ 

対策 
番号 

対策メニュー 
概 算 
事業費 

（百万円） 

1 雨水管の新設（奈良輪第一排水区） 750 

2 奈良輪雨水ポンプ場の増設（φ1,000×165m3/分×1台） 930 

3 雨水排除施設の整備（将来市街地（見込み）） 未定 

合 計 1,680 

  【留意事項】 

概算事業費は施工実績等に基づく概算値を示す。 

（実際の値については今後の実施設計で確定される） 

また、雨水排除施設の新設については、開発計画と併せて奈良輪第一排水区に係る雨水全

体計画の見直しを行い、概算事業費をあらためて検討するものとする。 
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10-2.  事業計画（案）の策定 

 (1) 汚水全体計画に係る事業計画 

汚水全体計画に関して、今後の事業内容及び事業費を下表にまとめる。 

 

表10-3 事業内容及び事業費（汚水全体計画） 

事業内容 短期目標 

（令和6年度） 

中期目標 

（令和16年度） 

全体計画 

（令和31年度） 

袖ケ浦終末処理場 

（増改築） 
― 

6,510百万円 

（R8～R15） 
― 

汚水管の新設 

（袖ケ浦駅周辺部） 
― ― ― 

奈良輪分区 

（汚水管の整備） 
― ― ― 

下水道処理人口普及率 

71.6％ 

汚水計画人口：67,500人 

計画人口：48,300人 

72.6％ 

汚水計画人口：70,500人 

計画人口：51,200人 

77.1％ 

汚水計画人口：70,000人 

計画人口：54,000人 
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(2) 雨水全体計画に係る事業計画 

雨水全体計画に関して、今後の事業内容及び事業費を下表にまとめる。 

 

表 10-4 事業内容及び事業費 ※雨水全体計画 

事業内容 短期目標 

（令和6年度） 

中期目標 

（令和16年度） 

全体計画 

（令和31年度） 

奈良輪第一排水区 

（雨水管の新設） 
― 

750百万円 

（R8～R16） 
― 

奈良輪雨水ポンプ場 

（増設） 
― 

930百万円 

（R9～R11） 
― 

将来市街地（見込み） 

（雨水排除施設の整備） 
― ― ― 

都市浸水対策達成率 

65.8％ 

計画面積1,185ha 

整備面積  780ha 

72.1％ 

計画面積1,185ha 

整備面積  854ha 

72.1％ 

計画面積1,185ha 

整備面積  854ha 

 

 

 

 

 

図10-1 将来市街地（見込み） 

 

坂戸市場 

（将来市街地（見込み）） 


